
飯山由貴
1988年神奈川県生まれ。女子美術大学芸術学
部絵画学科（洋画専攻）卒業、東京藝術大学大学
院美術研究科修士課程（油画専攻）修了。主な個
展に「瀬戸内国際芸術祭2016・アーティスト in 

六区 2016 : Vol.1 飯山由貴：生きている百物語」
（宮浦ギャラリー六区、2016年）、「あなたの本当の
家を探しにいく」（東京都人権プラザ、2022年）な
ど。主なグループ展に「戦争画STUDIES」（東京
都美術館、2015年）、「歴史する！ Doing history!」
（福岡市美術館、2016年）、「コンニチハ技術トシテ
ノ美術」（せんだいメディアテーク、2017年）、「ヨコ
ハマトリエンナーレ2020 Afterglow─光の破片
をつかまえる」（横浜美術館、2020年）、「地球がま
わる音を聴く：パンデミック以降のウェルビーイン
グ」（森美術館、2022年）など。
 

梅津庸一
1982年山形県生まれ。東京造形大学絵画科卒
業。主な個展に「未遂の花粉」（愛知県美術館、
2017年）、「梅津庸一展｜ポリネーター」（ワタリウ
ム美術館、2021 -22年）、「緑色の太陽とレンコン
状の月」（タカ・イシイギャラリー、2022年）など。主
なグループ展に「恋せよ乙女！ パープルーム大
学と梅津庸一の構想画」（ワタリウム美術館、2017

年）、「百年の編み手たち─流動する日本の近
現代美術」（東京都現代美術館、2019年）、「ワー
ルド・クラスルーム：現代アートの国語・算数・理
科・社会」（森美術館、2023年）など。主な展覧会
企画に「フル・フロンタル 裸のサーキュレイター」
（三越コンテンポラリーギャラリー、2020年）など。作
品集に『ラムからマトン』（アートダイバー、2015年）、
『梅津庸一│ポリネーター』（美術出版社、2023

年）。『美術手帖』2020年12月号の特集「絵画
の見かた」を監修。第9回岡本太郎記念現代芸
術大賞展準大賞（2006年）。2013年よりパープ
ルームを主宰。
 

遠藤麻衣
1984年兵庫県生まれ。東京藝術大学美術学部
絵画科（油画専攻）卒業、同大学大学院美術研究
科博士後期課程修了。在学中にウィーン美術ア
カデミーに交換留学。2022年文化庁新進芸術家
海外研修制度でニューヨークに滞在。主な作品
発表に、パフォーマンス「アイ・アム・ノット・フェミ
ニスト！」（フェスティバル／トーキョー 17、2017年 )、
主な個展に「燃ゆる想いに身を焼きながら」（愛
知県立芸術大学サテライトギャラリー SA・KURA、
2021年）など。主なグループ展に「彼女たちは歌
う」（東京藝術大学 美術館陳列館、2020年）、「フェ
ミニズムズ」（金沢21世紀美術館、2021年）、「ルー
ル？展」（21 _21 DESIGN SIGHT、2021年）など。
2018年より批評家／キュレーターの丸山美佳とと
もにクイア系アートジン『Multiple Spirits（マルス
ピ）』を発行。
 

小沢剛
1965年東京都生まれ。東京藝術大学教授。東
京藝術大学美術学部絵画科（油画専攻）卒業、
同大学大学院美術研究科修士課程（壁画専攻）
修了。主な個展に「同時に答えろYesとNo!」（森
美術館、2004年）、「透明ランナーは走りつづけ
る」（広島市現代美術館、2009年）、「あなたが誰か
を好きなように、誰もが誰かを好き」（豊田市美術
館、2012年）、「帰ってきたDr.N」（はじまりの美術
館、2014年）、「不完全─パラレルな美術史」（千
葉市美術館、2018年）、「オールリターン─百年

たったら帰っておいで 百年たてばその意味わか
る」（弘前れんが倉庫美術館、2020年）など。主な
グループ展に「The Global Contemporary: Art 

Worlds After 1989」（カールスルーエメディア芸術
センター［ZKM］、2011年）など。第69回芸術選
奨文部科学大臣賞（2018年）。
 

小田原のどか
1985年宮城県生まれ。多摩美術大学彫刻学科
（諸材料専攻）卒業、東京藝術大学大学院（先端
芸術表現専攻）修了、筑波大学大学院人間総合
科学研究科博士後期課程修了。芸術学博士。
主な個展に「近代を彫刻／超克する─雪国青
森編」（国際芸術センター青森［ACAC］、2021年）、
「近代を彫刻／超克する─津奈木・水俣編［序］」
（つなぎ美術館、2023年）など。主なグループ展に
「あいちトリエンナーレ2019 情の時代」（愛知県
豊田市、2019年）、「PUBLIC DEVICE」（東京藝
術大学大学美術館陳列館、2020年）など。著書に
『近代を彫刻／超克する』（講談社、2021年）、『モ
ニュメント原論─思想的課題としての彫刻』（青
土社、2023年）など。編著書に『彫刻2─彫刻、
死語／新しい彫刻』（書肆九十九 合同会社、2022

年）、『この国（近代日本）の芸術─〈日本美術
史〉を脱帝国主義化する』（月曜社、2023年）など。
『東京新聞』『芸術新潮』で評論を連載。

坂本夏子
1983年熊本県生まれ。2012年愛知県立芸術
大学大学院美術研究科博士後期課程修了。主
な個展に「画家の網膜」（ARATANIURANO、
2016年）、「迷いの尺度─シグナルたちの星屑に
輪郭をさがして」（ANOMALY、2019年）、「Tiles 

| Signals─ unexpected dimensions」（Kanda & 

Oliveira、西船橋 2023年）など。主なグループ展
に「絵画の庭─ゼロ年代日本の地平から」（国
立国際美術館、2010年）、「魔術／美術─幻視の
技術と内なる異界」（愛知県美術館、2012年）、「恋
せよ乙女！ パープルーム大学と梅津庸一の構想
画」（ワタリウム美術館、2017年）、「熊本市現代美
術館開館20周年記念 Our Attitudes」（熊本市
現代美術館、2022年）。作品集に『Tiles | Signals 

─ unexpected dimensions』（Kanda & Oliveira、
2023年）。第1回絹谷幸二奨励賞（2009年）、
VOCA2010奨励賞（2010年）。
 

杉戸洋
1970年愛知県生まれ。愛知県立芸術大学美術
学部日本画科卒業。主な個展に「Focus」（フォート
ワース近代美術館、2006年）、「天上の下地 prime 

and foundation」（宮城県美術館、2015年）、「こっぱ
とあまつぶ」（豊田市美術館、2016年）、「とんぼ  と  

のりしろ」（東京都美術館、2017年）、「チリと見返
し」（小山登美夫ギャラリー六本木、2017年）、など。
主なグループ展に「The Triumph of Painting」
（Saatchi Gallery、2005年）、「夏への扉─マイクロ
ポップの時代」（水戸芸術館現代美術ギャラリー、
2007年）、「ウィンター・ガーデン：日本現代美術
におけるマイクロポップ的想像力の展開」（原美術
館、2009年）、「絵画の庭─ゼロ年代日本の地平
から」（国立国際美術館、2010年）など。第68回 芸
術選奨文部科学大臣賞（2017年）。
 

鷹野隆大
1963年福井県生まれ。東京造形大学教授。早
稲田大学政治経済学部卒業。主な個展に「鷹
野隆大 毎日写真1999-2021」（国立国際美術

館、2021年）、「ある日の東京タワー」（CAPSULE、
2022年）など。主なグループ展に「『写真分離派
宣言』展」（NADiff a/p/a/r/t、2010年）、「これから
の写真」（愛知県美術館、2014年）、「愛すべき世
界」（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、2015 -16年）、
「総合開館20周年記念 TOPコレクション『シ
ンクロニシティ─平成をスクロールする 秋期』」
（東京都写真美術館、2017年）など。主な写真集に
『In My Room』（蒼穹舎、2005年）など。第31回
木村伊兵衛写真賞（2006年）、第72回芸術選奨 

文部科学大臣賞（美術部門）（2022年）、第38回
写真の街東川賞国内作家賞（2022年）。
 

竹村京
1975年東京都生まれ。東京藝術大学美術学部
絵画科（油画専攻）卒業、同大学大学院美術研究
科修士課程絵画科（油画専攻）修了、ベルリン芸
術大学卒業。2004-2007年文化庁芸術家在外研
修員としてベルリンに滞在。主な個展に「どの瞬
間が一番ワクワクする？」（ポーラ美術館、2018年）、
「How Can It Be Recovered?」（Maitland Regional 

Art Gallery、メートランド、2020年）など。主なグルー
プ展に「第15回シドニー・ビエンナーレ─接触
域」（2006年）、「長島有里枝×竹村京『まえ と い
ま』」（群馬県立近代美術館、2019年）、「ヨコハマト
リエンナーレ2020 Afterglow─光の破片をつか
まえる」（横浜美術館、2020年）、「日常のあわい」
（金沢21世紀美術館、2021年）、「Before/After」（広
島市現代美術館、2023）、「ホーム・スイート・ホーム」
（国立国際美術館、2023年）など。VOCA2009奨
励賞（2009年）。
 

田中功起
1975年生まれ。映像や執筆などによって「共に
生きるとは何か」をテーマに、人々の協働や共同
体のあり方を問い直す芸術実践を行う。近年は、
育児とケアの視点からアートを捉え直す制作、執
筆活動を続けている。主に参加した展覧会にあ
いちトリエナーレ（2019）、ミュンスター彫刻プジェ
クト（2017）、ヴェネチア・ビエナーレ（2017）など。
2015年にドイツ銀行によるアーティスト・オブ・ザ・
ヤー、2013年に参加したヴェネチア・ビエンナー
レでは日本館が特別表彰を受ける。著作、作品
集に『リフレクティブ・ノート（選集）』（アートソン
ジェ、美術出版社、2020年／2021年）、『Precarious 

Practice』（Hatje Cantz、2015年）、『必然的にばら
ばらなものが生まれてくる』（武蔵野美術大学出版
局、2014年）などがある。

辰野登恵子
1950年長野県生まれ。東京藝術大学美術学部
絵画科（油画専攻）卒業。同大学大学院修士課
程（油画専攻）を修了。主な個展に「辰野登恵
子1986-1995」（東京国立近代美術館、1995年）、
「辰野登恵子  オン・ペーパーズA Retrospective 

1969-2012」（埼玉県立近代美術館／名古屋市美
術館を巡回、2018-2019年）など。主なグループ
展に「現代美術への視点 メタファーとシンボル」
（東京国立近代美術館／国立国際美術館、1984年）、
「ユーロパリアʻ89ジャパン現代美術展」（ゲント
市立現代美術館、1989年）、「戦後日本の前衛美
術」（横浜美術館／グッゲンハイム美術館／サンフラ
ンシスコ美術館、1994年）、「視ることのアレゴリー 

1995：絵画・彫刻の現在」「与えられた形象─辰
野登恵子／柴田敏雄」（国立新美術館、2012年）な
ど。第46回芸術選奨文部大臣新人賞（1996年）。
第54回毎日芸術賞（2013年）。2014年歿。

エレナ・トゥタッチコワ
1984年ロシア、モスクワ生まれ。現在、京都市
在住。2003年、チャイコフスキー記念モスクワ
国立音楽院付属中央音楽学校卒業。2011年、
ロシア国立人文大学東洋文化・古典古代学部
卒業。2020年、東京藝術大学大学院美術研
究科先端芸術表現科博士課程修了。博士（美
術）。第38回写真の町東川賞特別作家賞（2022

年）、VOCA2023奨励賞（2023年）。主な個展
に「道は半島をゆく」（北海道知床半島内複数会
場、2018年）、「風の日は島を歩く｜Days With 

the Wind」（高松アーティスト・イン・レジデンス、
2020年）、主なグループ展に「FACES」（SCAI 

PIRAMIDE、2021年）、「Land and Beyond│大地
の声をたどる」（ポーラ ミュージアム アネックス、2021

年）、「ヴァンジ彫刻庭園美術館 開館20周年記
念展『Flower of Life 生命の花』」（2022年）など。
著書に『林檎が木から落ちるとき、音が生まれ
る』（torch press、2016年）、『聴こえる、と風はいう』
（Ecrit、2022年）。
 

内藤礼
1961年広島県生まれ。武蔵野美術大学造形学
部（視覚伝達デザイン学科）卒業。主な個展に「地
上にひとつの場所を」（佐賀町エキジビット・スペー
ス、1991年）、「地上にひとつの場所を」（第47回 

ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展日本館、1997

年）、「Being Called」（カルメル会修道院、フランク
フルト近代美術館企画、1997年）、「地上はどんな
ところだったか」（ギャラリー小柳、2005年）、「返
礼」（アサヒビール大山崎山荘美術館、2005年）、
「すべて動物は、世界の内にちょうど水の中に
水があるように存在している」（神奈川県立近代美
術館鎌倉、2009年）、「Two Lives」（テルアビブ美
術館、2017年）、「明るい地上には あなたの姿が
見える」（水戸芸術館現代美術ギャラリー、2018年）、
「うつしあう創造」（金沢21世紀美術館、2020年）、
「breath」（ミュンヘン州立版画素描館、2023年）な
ど。パーマネント作品に「このことを」（家プロジェ
クト きんざ、2001年）、「母型」（豊島美術館、2010

年）。第1回アサヒビール芸術賞（2003年）、第60

回毎日芸術賞（2018年）、第69回芸術選奨文部
科学大臣賞（2019年）。
 

中林忠良
1937年東京府生まれ。東京藝術大学名誉教
授、大阪芸術大学客員教授、日本版画協会理
事、日本美術家連盟理事長。東京藝術大学美
術学部絵画科（油画専攻）卒業、同大学大学院
美術研究科修士課程（版画専攻）修了。文部省
派遣在外研究員としてパリ国立美術学校、ハン
ブルグ造形芸術大学にて研修。主な個展に「中
林忠良―腐蝕銅版画―白と黒の世界展」（池田
20世紀美術館、1997年）、「中林忠良─すべて腐
らないものはない」（町田市立国際版画美術館、
2009年）、「腐蝕の海／地より光へ─中林忠良
銅版画展」（川越市立美術館、2017年）、「中林忠
良展 銅版画─腐蝕と光」（茅野市美術館、2019

年）、「中林忠良銅版画展─腐蝕の旅路」（O美
術館、2019年）など。主なグループ展に「第14回
日本国際美術展」（東京都美術館、1982年）、「第
1回中華民国国際版画ビエンナーレ」（1983年）、
「第5回ソウル国際版画ビエンナーレ」（1986

年）、「第11回クラコウ国際版画ビエンナーレ」
（1986年）など。紫綬褒章（2003年）。瑞宝中綬章
（2014年）。文化功労者（2023年）。

長島有里枝
1973年東京都生まれ。武蔵野美術大学視覚伝
達デザイン学科卒業。カリフォルニア芸術大学
美術学修士修了。武蔵大学人文科学研究科博
士前期課程修了。主な個展に「そしてひとつまみ
の皮肉と、愛を少々。」（東京都写真美術館、2017

年）、「知らない言葉の花の名前 記憶にない風
景 わたしの指には読めない本」（横浜市民ギャラ
リーあざみ野、2019年）、「ケアの学校」（港まちポッ
トラックビル、名古屋、2023）など。主なグループ展
に「Japan Now North」（Millennium Gallery、イ
ギリス、2019年）、「ぎこちない会話への対応策─
第三波フェミニズムの視点で」（金沢21世紀美術
館、2021年）など。主な著書に『「僕ら」の「女の
子写真」から わたしたちのガーリーフォトヘ』（大
福書林、2020年）、『こんな大人になりました』（集
英社、2023年）、『去年の今日』（講談社、2023年）
など。UrbaArt#2パルコ賞（1993年）、第26回木
村伊兵衛写真賞（2001年）、第26回講談社エッ
セイ賞（2010年）、第36回東川賞国内作家賞
（2020年）。

パープルーム（梅津庸一＋安藤裕美＋續橋仁子＋
星川あさこ＋わきもとさき）

2014年相模原にて結成。主な展覧会に「恋せよ
乙女！パープルーム大学と梅津庸一の構想画」
（ワタリウム美術館、2017年）、「パープルタウンで
パープリスム」（パープルーム予備校ほか、 2018

年）、「表現者は街に潜伏している。それはあな
たのことであり、わたしのことでもある。」（パープ
ルームギャラリー、2019年）、「フル・フロンタル 裸
のサーキュレイター」（三越コンテンポラリーギャラ
リー、2020年）など。出品メンバーの主な個展に
「ファンタジーホスピタル」（パープルーム・ギャラ
リー、2020年）、「わきもとさき  わたしはおうちの
お当番」（パープルーム・ギャラリー、2023年）、「安
藤裕美個展  学舎での10年をめぐって『ナビ派』
と『パープルーム』への眼差し」（パープルーム・
ギャラリー、2023年）など。

布施琳太郎
1994年生まれ。東京藝術大学美術学部絵画
科（油画専攻）卒業、東京藝術大学大学院映像
研究科修士課程（メディア映像専攻）修了。ネット
ワーク化された接続過剰な社会における孤独や
二人であることの回復に向けて活動。主な個展に
「新しい死体」（PARCO Museum Tokyo, 2022）、
主なグループ展に「時を超えるイヴ・クラインの
想像力─不確かさと非物質的なるもの」（金沢
21世紀美術館、2022年）、自ら企画した展覧会
に『惑星ザムザ』（小高製本工業跡地、2022年）、
「隔離式濃厚接触室」（ウェブページ、2020年より
現在）など多数。著書に『涙のカタログ』（PARCO

出版、2023年）、『ラブレターの書き方』（晶文社、
2023年）。
 

松浦寿夫
1954年東京都生まれ。多摩美術大学客員教授。
フランス政府給費留学生としてパリ第一大学に
留学。東京大学大学院人文科学研究科博士課
程満期退学。なびす画廊、ガレリア・フィナルテ、
ギャラリー 21yo-jなどで個展を継続的に行う。主
なグループ展に「第5回ハラ・アニュアル」（原美
術館、1985年）、「視ることのアレゴリー」（西武美
術館、1995年）、「Physica－自然哲学としての芸
術原理」（表参道画廊、2018年）、「Heterotopia」
（東京都美術館、2019年）がある。主な共著書に

『モデルニテ3×3』（思潮社、1998年）、『絵画
の準備を！』（朝日出版社、2005年）、『絵画との契
約：山田正亮再考』（水声社、2016年）など。主
な訳書にユベール・ダミッシュ『カドミウム・イエ
ローの窓─あるいは絵画の下層』（共訳、水声
社、2019年）など。共同編集として『モダニズムの
ハード・コア─現代美術批評の地平』（太田出版、
1995年）、『Art Trace Press』（Art Trace、2011年よ
り刊行）など。
 

ミヤギフトシ
1981年沖縄県生まれ。ニューヨーク市立大学
シティ・カレッジ美術学部卒業。主なグループ
展に「他人の時間」（東京都現代美術館／大阪国
立国際美術館／シンガポール美術館／クイーンズラ
ンド美術館、2015-2016年）、「あいちトリエンナー
レ2016：虹のキャラヴァンサライ」（愛知芸術文
化センター他、2016年）、「小さいながらもたしかな
こと」（東京都写真美術館、2018年）、「話している
のは誰？ 現代美術に潜む文学」（国立新美術館、
2019年）、「ぎこちない会話への対応策─第三波
フェミニズムの視点で」（金沢21世紀美術館、2022

年）。主な個展に「How Many Nights」 （ギャラ
リー小柳、2017年）、「いなくなってしまった人たち
のこと／The Dreams That Have Faded」 （CAI02、
2018年）、「American Boyfriend: Portraits and 

Banners」（Void＋、Yutaka Kikutake Gallery、2022

年）など。主な著書に『ディスタント』（河出書房新
社、2019年）など。

ユアサエボシ
1983年千葉県生まれ。東洋大学経済学部卒業。
東洋美術学校絵画科卒業。主な個展に「プラパゴ
ンの馬」（EUKARYOTE、2019年）、「曲馬考」（銀座
蔦屋書店 アートウォールギャラリー、2019年）、「侵入
するスペクトル」（AKIO NAGASAWA GALLERY 

AOYAMA、2019年）、「涯にて」（Yoshiaki Inoue 

Gallery、2023年）など。主なグループ展に「岡本
太郎現代芸術賞」（川崎市岡本太郎美術館、2017

年）、「ground under」（SEZON ART GALLERY、
2017年）、「シェル美術賞アーティストセレクショ
ン」（国立新美術館、2018年）、「高松コンテンポラ
リーアート・アニュアル ここに境界線はない。／？」
（高松市美術館、2022年）、「奇想のモード 装うこと
への狂気、またはシュルレアリスム」（東京都庭園
美術館、2022年）、「中村裕太│ユアサエボシ 耽
奇展覧」（ギャラリー小柳、2023年）など。第10回
絹谷幸二賞（2018年）。
 

弓指寛治
1986年三重県生まれ。名古屋学芸大学メディ
ア造形学部（映像メディア学科）卒業。同大学
大学院メディア造形研究科修了。主な個展に
「Sur-Vive!」（ワタリウム美術館 オン・サンデー
ズ & ライトシード・ギャラリー、2016年）、「四月の
人魚」（ゲンロン カオス*ラウンジ 五反田アトリエ、
2018年）、「太郎は戦場へ行った」（岡本太郎記
念館、2019年）、「マジック・マンチュリア」（スペー
スくらげ、2022年）、「饗 宴」（岡本太郎記念館、
2022年）など。主なグループ展に「あいちトリエ
ンナーレ2019：情の時代」（メゾンなごの808、
2019年）、「風景をうつす」（アートラボあいち、
2022年）、「奥能登国際芸術祭2023」（2023年）
など。ゲンロン カオス*ラウンジ 新芸術校第 1

期金賞（2016年）、第21回岡本太郎現代芸術賞
展 岡本敏子賞（2018年）。VOCA2021佳作賞
（2021年）。［東京・上野公園］

2024.3.12［火］─5.12［日］
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飯山由貴
IIYAMA Yuki 

梅津庸一
UMETSU Yoichi 

遠藤麻衣
ENDO Mai 

小沢剛
OZAWA Tsuyoshi 

小田原のどか
ODAWARA Nodoka 

坂本夏子
SAKAMOTO Natsuko

杉戸洋
SUGITO Hiroshi 

鷹野隆大
TAKANO Ryudai

竹村京
TAKEMURA Kei

田中功起
TANAKA Koki 

辰野登恵子
TATSUNO Toeko 

エレナ・トゥタッチコワ
Elena TUTATCHIKOVA

内藤礼
NAITO Rei

中林忠良
NAKABAYASHI Tadayoshi 

長島有里枝
NAGASHIMA Yurie

パープルーム
（梅津庸一＋安藤裕美＋續橋仁子＋星川あさこ＋わきもとさき）

Parplume (UMETSU Yoichi + ANDO Yumi + 

TSUZUKIBASHI Hitoko + HOSHIKAWA Asako + WAKIMOTO Saki) 

布施琳太郎
FUSE Rintaro  

松浦寿夫
MATSUURA Hisao  

ミヤギフトシ
MIYAGI Futoshi 

ユアサエボシ
YUASA Ebosi 

弓指寛治
YUMISASHI Kanji

開館時間＝9 :30 –17:30（金・土曜日は20 :00まで）
※入館は閉館の30分前まで
休館日＝月曜日、5月7日［火］（ただし、3月25日［月］、
4月29日［月･祝］、4月30日［火］、5月6日［月･休］は開館）
主催＝国立西洋美術館
協賛＝NTT ArtTechnology、DNP大日本印刷
協力＝西洋美術振興財団
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国立西洋美術館─そこは基本的に、遠き異邦の過去の芸術家たちが
残した作品群だけが集っている場です。この美術館にはしたがって、いわ
ゆる「現代美術」は存在しません。この展覧会ではしかし、そんな国立西
洋美術館へと、こんにちの日本で実験的な活動をしているさまざまなアー
ティストの作品をはじめて大々的に招き入れます。
そうするのには、理由があります。国立西洋美術館の母体となった松方コ
レクションを築いた松方幸次郎は、みずからが西洋において蒐集した絵
画などが、それらを眼にした芸術家の制作活動に資することを望んでい
たといえます。また、戦後に国立西洋美術館の創設に協力した当時の美
術家連盟会長、安井曾太郎のような画家も、松方コレクションの「恩恵を
受ける」のは誰よりも自分たちアーティストであるとの想いを表明していま
した。これらの記憶を紐解くなら、国立西洋美術館はじつのところ、未知
なる未来を切り拓くアーティストたちに刺戟をもたらすという可能性を託さ
れながらに建ったと考えることができます。けれども、この美術館がじっさ
いにそうした空間たりえてきたのかどうかは、いまだ問われていません。そ
れゆえ本展では、いまの日本に生きるアーティストが、国立西洋美術館や
そのコレクションによって触発されるのかを検証してみたく思います。あ
るいは、彼ら－彼女らの作品が当館の所蔵する過去の芸術といかに拮抗
しうるかを見てゆきます。こうしたことをつうじて、きっといろいろな問題が
炙りだされるでしょう。国立西洋美術館にたいして、批判的な応答をしてく
れるアーティストもいるはずだからです。「美術館」そのものを問題化する
ことが、本展の企図となります。
　「展示室は未来の世界が眠る部屋である」と書き、さらに「未来の世
界の〔……〕芸術家は、ここに生まれ育ち

0 0 0 0 0

─ここで自己形成し、この世
界のために生きる」と記したのは、ドイツの作家ノヴァーリスです。それは
ヨーロッパに「美術館」と呼ばれる制度が本格的に成立した時期とも重
なる、18世紀末のことでした。本展はノヴァーリスのその言葉を受けとめ
つつ、はたして「ここは未来のアーティストたちが眠る部屋となりえてきた
か？」と問います。これは国立西洋美術館の自問であると同時に、参加
アーティストたちへの問いかけです。そして、この展覧会を訪れてくださっ
たみなさんとともに考えたい問いにほかなりません。

展示室は未来の世界が眠る部屋である。─
　未来の世界の歴史家、哲学者、そして芸術家はここに生

0

ま
0

れ
0

育
0

ち
0

─
ここで自己形成し、この世界のために生きる。
 ─ノヴァーリス

日本に何千人の油畫描きがいながら、その人たちはみんな本物のお
手本を見ることもできずに、油畫を一生懸命に描いて展覽會に出して
いる。私はそれが氣の毒なので、ひとつわしがヨーロッパの油畫の本
物を集めて、日本に送って見せてやろうと思っている〔……〕。
 ─松方幸次郎（矢代幸雄による回想）

〔松方コレクションの〕絵がもし返ってきた時、誰が一番これの恩恵を受け
るんですかと、それは日本国民全部かもしれんけども直接的には我々
美術家じゃありませんか〔……〕。
 ─安井曾太郎（森弥多丸による証言）

Revisiting the museum’s response to contemporary art after 65 years

［東京・上野公園］

［交通案内］  〒110 -0007 東京都台東区上野公園7-7

● JR上野駅下車（公園口） 徒歩1分
● 京成電鉄京成上野駅下車 徒歩7分
● 東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅下車 徒歩8分
※駐車場はございませんので、お車でのご来館はご遠慮ください。

観覧料（税込）

一般 2,000円／大学生1,300円／高校生1,000円
● 中学生以下、心身に障害のある方及び付添者1名は無料。
 入館の際に学生証または年齢の確認できるもの、障害者手帳をご提示ください。
● 国立美術館キャンパスメンバーズ加盟校の学生・教職員は、
 本展を学生1,100円、教職員1,800円でご覧いただけます。
 学生証または教職員証をご提示のうえ、当館券売窓口にてお求めください。
● 観覧当日に限り本展の観覧券で常設展もご覧いただけます。
● 詳細は、国立西洋美術館公式サイトをご確認ください。

お問い合わせ
050-5541-8600（ハローダイヤル）

https://www.nmwa.go.jp/
X @NMWATokyo

Facebook @NationalMuseumofWesternArt

Instagram @NMWATokyo

※展示作品等、展覧会の詳細については
諸事情により変更する場合があります。

12 ユアサエボシ《抽象画B》2023年、アクリル／カンヴァス、作家蔵│13 布施琳太郎《隔離式濃厚接触室》2020年│
14 松浦寿夫《キプロス》2021年、アクリル／カンヴァス、作家蔵│15 梅津庸一《フロレアル─汚い光に混じった大きな
花粉》2012 -14年、油彩／パネル、角材、照明カバー、樹脂、吸水マット、照明機材用スタンド、ハンドクリーム容器、愛知県
美術館│16 小田原のどか「小田原のどか個展  近代を彫刻／超克する─雪国青森編」（2021-22年）の展示風景  画
像提供：国際芸術センター青森［ACAC］│17 弓指寛治《Oの慰霊》2018年、ミクスト・メディア、作家蔵  写真：水津拓
海│18 長島有里枝「ケアの学校」2023年 会場風景  撮影：藤井昌美  画像提供：Minatomachi Art Table, Nagoya 

［MAT, Nagoya］│19 鷹野隆大《Kikuo (1999.09.17. Lbw.#16 )「ヨコたわるラフ」シリーズより》1999年、ゼラチン・シル
バー・プリント、Courtesy of Yumiko Chiba Associates ©Takano Ryudai│20 竹村京《修復されたC.M.の1916年の睡
蓮》（部分、制作過程）2023-24年、釜糸、絹オーガンジー、カラープリント、作家蔵│21 田中功起  Where is the Planetary? 

A Gathering - In Collaboration with Koki Tanaka, Haus der Kulturen der Welt (HKW), 2022年10月14 -16日

*すべてが出品作ではありません。

01

関連イベント（予定）
いずれも当館講堂にて対面形式で実施の予定。公式サイトにて開催の詳細・申込方法をご案内いたします。

記念講演会（事前申込制）
1│4月20日［土］17 :00 –18 :30

田中正之（国立西洋美術館長）
「作品と作品をつなぐもの─解釈、応答、変奏」
2│5月11日［土］17:00 –18:30

新藤淳（国立西洋美術館主任研究員・本展企画者）
「ここは未来のアーティストたちが眠る部屋となりえてきたか？」

スライドトーク（当日先着順）
解説：新藤淳
1│3月15日［金］、2│4月26日［金］ 各回18:00 –18:40

公開座談会（事前申込制）
出演：梅津庸一×小田原のどか×布施琳太郎×松浦寿夫×新藤淳［司会］
タイトル未定
3月23日［土］17 :00 –19 :00
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01 ミヤギフトシ《How Many Nights》 2017年、 シングルチャンネルヴィデオ、カラー、サウンド  photo by Keizo Kioku

02 遠藤麻衣《蛇に似る3：川》撮影：松尾宇人
03 飯山由貴「この病気にならないと理解できないと思います。どうせ、他人事でございましょう」展（シアターねこ）飯山由貴ワークショップ展示風景、2023年
04 エレナ・トゥタッチコワ《Handmaps: Walking Along the River #1》2022年、セラミック、個人蔵
05 杉戸洋《the face》2007年、アクリル／カンヴァス、個人蔵
06 辰野登恵子《WORK 89 -P-13》1989年、油彩／カンヴァス、千葉市美術館
07 坂本夏子《入口》2023年、油彩／カンヴァス、作家蔵
08 小沢剛《帰ってきたペインター F─Painter F Song》2015年、ビデオ、12分8秒、森美術館
09 安藤裕美《ペンション紫香楽》2023年、油彩／カンヴァス、個人蔵
10 内藤礼 「母型」2010年  豊島美術館  写真：鈴木研一
11 中林忠良《転位ʼ04─地─ I》2004年、エッチング、アクアチント、ドライポイント、作家蔵


